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学生による衛生学と公衆衛生学の授業分担の評価

（1987-94年度）

華表 宏有 児玉 泰

　1978年に新設された某医科大学の衛生学授業（3年次，100時間）と公衆衛生学授業（4年次，160時間）

の分担の仕方を評価する目的で，1987～94年の8年間学生による授業評価（無記名方式）の中の関連する質

問の回答を経過観察した。なお衛生学では環境保健，労働衛生，栄養，食品中毒，また公衆衛生学では保健

統計，疫学，ヘルスプロモーション・健康教育，地域保健（母子保健，学校保健，産業保健，老人保健等を

含む），保健行政等を取り扱っている。

　全体としては786人の医学生のうち約60％が「大体うまく分担されている」と肯定的な回答をしており，「う

まく分担されているとは思えない」と否定的な回答をしたものは5％未満であった。自由記入欄からは両講

座が意図しているようにかなり明確に対照的な特徴が抽出できた。

　以上の結果をふまえて，卒前医学教育における関連科目間の妥当な分担に向けた持続的な評価のため，ほ

かにも同様な分析がおこなわれる必要性を指摘した。
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